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水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す
水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

③行動を誘発する 流域治水に取り組む
主体が増える

水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

令和6年度：自分事化に向けた取組計画（案）
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流域治水の広報

〇災害時のJETT派遣（気象庁防災対応支援チーム）

による自治体等への防災気象情報の提供等支援

（静岡地方気象台）

○要配慮者利用施設等の避難確保計画の作成促進

と避難の実効性確保

（静岡市、静岡地方気象台）

〇丸子川流域における水災害対策プランの推進

による関係機関への治水意識醸成の啓発（静岡県）

○自治体・小・中学校・要配慮者利用施設等における

出前講座等の開催（静岡河川事務所、静岡県、静岡市、

静岡地方気象台）

〇水防災教育学生サポーター制度（静岡大学と連携）を

活用した水防災教育（静岡河川事務所）

〇地域住民等への山地災害防止及び減災意識醸成の

啓発活動（林野庁、静岡県、森林整備センター）

〇HP・SNS・掲示板による広報

（静岡河川事務所）

○静岡地方気象台見学等の機会を利用し

気象台の役割等を説明（静岡地方気象台）

○キキクル等の防災気象情報の利活用の周知・啓発（出前

講座、ワークショップ等）（静岡地方気象台）

○想定最大降雨による内水ハザードマップの周知（静岡市）

〇ワンコイン浸水センサーの普及啓発（静岡河川事務所）

○浸水センサ設置による浸水情報の収集（静岡市）

○中小河川の浸水想定区域図の公表（静岡市）

○洪水ハザードマップの周知・啓発（静岡市）

〇浸水想定区域図、土砂災害警戒区域等の公表 （静岡県）

リスク情報等の提供

連携活動
教育活動

水災害対策の支援

計画策定

水防活動の支援

安倍川水系流域治水協議会

〇出水期前の水防団・消防団等との重要水防箇

所の共同点検の実施

（静岡河川事務所、静岡地方気象台、静岡市）

〇水防資材ストックヤードの整備 （静岡市）
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取り組み・主対象

静岡地方気象台見学等の機会を利用し気象台の役割等を説明

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

要配慮者利用施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保

災害時のJETT派遣による自治体等への防災気象情報の提供等支援

キキクル等の防災気象情報の利活用の周知・啓発

自治体・小・中学校・要配慮者利用施設における出前講座等の開催

令和６年度：自分事化に向けた取組のロードマップ（案）

水防災教育学生サポーター制度を活用した

水防災教育

浸水センサ設置による浸水情報の収集・周知

想定最大降雨による内水ハザードマップの周知
中小河川の浸水想定区域図の公表

洪水ハザードマップの周知・啓発

ワンコイン浸水センサーの普及啓発

出水期前の水防団・消防団等との重要水防箇所の共同点検の実施

地域住民等への山地災害防止及び
減災意識醸成の啓発活動

水防資材ストックヤードの整備

浸水想定区域、土砂災害警戒区域等の公表

丸子川流域における水災害対策プランの推進による関係機関への治水意識醸成の啓発
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HP・SNS・掲示板による広報


